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ホーム NEWS 福島・原発事故被災地の⽂化施設を拠点にコミュニティ復興に挑む茨⼤⽣たち

福島・原発事故被災地の⽂化施設を拠点に 
コミュニティ復興に挑む茨⼤⽣たち

  福 島 県 富 岡 町 の ⽂ 化 交 流 セ ン タ ー 「 学 び の 森 」 は 、 図 書 館 、 コ ン サ ー ト ホ ー
ル 、 歴 史 ⺠ 俗 資 料 館 な ど が ひ と つ に な っ た 、 ⼤ 規 模 な ⽂ 化 施 設 だ 。 2004 年 に 開
館 し 、 町 の ⼈ た ち の 憩 い と 交 流 の 場 と な っ て い た 。 し か し 、 2011 年 の 東 ⽇ 本 ⼤
震 災 に よ る 福 島 第 ⼀ 原 ⼦ ⼒ 発 電 所 の 事 故 で 、 富 岡 町 全 域 が 住 ⺠ 避 難 の 対 象 と な
り 、 2018 年 8 ⽉ 現 在 で も 北 東 部 の ⼀ 部 は 帰 還 困 難 区 域 に な っ て い る 。 こ の 富 岡
町 で 、 2017 年 に 再 開 し た ⽂ 化 交 流 セ ン タ ー を 拠 点 と し て 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ 復
興に寄与すべく、活動している茨⼤⽣たちがいる。

 富岡町で⽂化交流センターを拠点とした復興活動に取り組むのは、⽻⽥野⾥菜
さん、永⽥典⼦さん、⼤貫史織さん、野平知⾥さん、⼾⾕実花⼦さん。いずれも
⼈ ⽂ 学 部 3 年 ⽣ だ 。 地 域 の 課 題 に 取 り 組 む 実 習 科 ⽬ 「 プ ロ ジ ェ ク ト 演 習 」 の ⼀ 環
で、この活動に参加している。プロジェクトチームの名前は「とみ咲ク」。

同 科 ⽬ に お け る 富 岡 町 の 復 興 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 富 岡 町 役 場 に 勤 め る 本 学 卒 業 ⽣
が、学外のさまざまな課題を広く求めて解決に取り組んでいる「プロジェクト演
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習」を知り、担当の鈴⽊敦教授に相談をもちかけたことをきっかけに始まった。
その後鈴⽊教授と富岡町の担当者は打ち合わせを重ね、この間、富岡町は関係者
の不安を払拭できるよう、活動が想定される地域の放射線量に関するデータを積
極的に提供した。約9か⽉間にわたる事前準備を経て、2018年4⽉20⽇の授業で
具体的な課題の提案に漕ぎ着けた。

 富岡町からのプロジェクト提案に、最初に⼿を挙げたのが、リーダーを務める
⽻ ⽥ 野 さ ん と 、 副 リ ー ダ ー の 永 ⽥ さ ん だ っ た 。 2 ⼈ と も 読 書 が 好 き で 、 図 書 館 や
ホ ー ル を 使 う 企 画 に 興 味 が あ っ た と い う 。 そ の 後 、 野 平 さ ん 、 ⼾ ⾕ さ ん が 加 わ
り、最後に昨年も同科⽬で汗をかいた⼤貫さんが加わることで、プロジェクト発
⾜ の 要 件 と な っ て い る 「 チ ー ム メ ン バ ー 5 ⼈ 以 上 」 と い う 条 件 を ク リ ア し 、 「 と
み咲ク」チームが誕⽣した。ちなみに福島県出⾝者はゼロだ。

打ち合わせに臨む「とみ咲ク」のメンバーたち

 メンバーが初めて富岡町を訪れたのは5⽉20⽇。⽂化交流センターへと向かう
道路を挟んで左⼿は帰還困難区域となっており、バリケードがせり⽴っていた。
⾞窓から⾒えるその光景に、まずは⼤きなショックを受けた。

「九州出⾝ということもあって、東北の状況についてあまりに無知だったと思い
知らされ、びっくりしました。想像だけではすべてを知ることは難しく、現地を
訪れて改めて今回の活動について⾝が引き締まりました」（⽻⽥野さん）

実際に⽬の前にした⽂化交流センターは、想像以上の⼤きさだった。研修室など
住⺠の⽅々がサークル活動などで使える部屋もたくさんある。しかし、図書館以
外の施設には利⽤客の姿がほとんどなく、多くの部屋が使われていなかった。

「いろんな機能が集まっていて『⽂化交流』という名前にふさわしい素敵な施設
だと思いました。でも⽇曜⽇だったにもかかわらず、あまり⼈がいない.. .もった



いないと感じました」（永⽥さん）

 富岡町から⽰された課題は、図書館や⽂化交流センター全体をハブとして活⽤
した「⼼の復興」。実際にセンターを⾒学した「とみ咲ク」メンバーたちは、⼤
学に戻り、どんなことができるかについてアイディアを出し合った。

 たとえば、「落語体験教室」。チームでは会計係を務める⼾⾕さんは、⼤学の
落語研究会にも所属。落語を通して気持ちを豊かにしてもらえれば、という企画
である。

 それから、センターの多様な施設を利⽤した「謎解きスタンプラリー」。町の
⼈たちに、何よりもまず、各施設を⾃らの⾜で巡ってもらい、理解してもらうこ
とを促す企画だ。謎解きスタンプラリーに使うマップをデザインするのは野平さ
ん、電⼦データ化するのは⼾⾕さんの仕事だ。

謎解きスタンプラリーで実際に使ったイラストマップ

 こうした企画を町役場の担当者にも提案し、実現に向けてブラッシュアップし
ていく。そして8⽉にプレイベント、11⽉には⼤ホールを使った「⽂芸祭」を⾏
うことに決め、準備を進めていった。⽂芸祭では、⾃分たちだけが発信するので
はなく参加者と⼀緒に作り上げるイメージを⼤切にしている。

 イベントの広報にあたっては、地元の⼩中学校も訪問した。富岡町の⼩中学⽣
の数は17⼈。2学期からは3⼈増えて20⼈になるそうだ。



落語体験教室の様⼦ ⾼座に座っているのが⼾⾕さん

 8⽉23⽇に実施した落語体験教室には、その⼩中学⽣たちがバスでやってきて
くれた。落語研究会に所属する⼾⾕さんのつながりで、先輩の堤仁⼈さんが落語
を披露。不安もあったが、「落語を初めて聞いた」という⼦どもたちが、⾃分の
噺で笑ってくれたことに⼿ごたえを感じられた。

「 震 災 前 に は ⽂ 化 交 流 セ ン タ ー を 使 ⽤ し て い た サ ー ク ル が あ っ た と 聞 い て い ま
す。ただイベントをやるだけでなく、そのイベントを通して⽂化交流センターの
機能を改めて知ってもらい、良いところだと思ってもらいたい。そしてぜひそこ
を使っていただきたいです。住んでいる⼈たちの新しい趣味や⽣きがいづくりに
つながればと思って企画を考えるようにしています」（⽻⽥野さん）

 次に8⽉26⽇・⽇曜⽇に⾏われた「謎解きスタンプラリー」。役場や図書館の
⽅々も積極的に広報してくれて、地元紙の福島⺠友新聞でもイベント当⽇の朝刊
に紹介記事が掲載され、約60⼈が集まった。これまでいくつもの催事を担当して
こられた役場の⽅からも「60⼈も集まったなんて上出来︕」と褒められた。参加
者の中には、センターを初めて訪れたという⼈たちも少なくなく、「こんないい
ところがあったんだね」「また来るよ」と⾔ってもらえた。



謎解きスタンプラリーの様⼦

 それでも「とみ咲ク」メンバーにとっては、決して⼿放しで喜べる結果ではな
かったようだ。

「スタンプラリーの参加者に、⼦どもたちが思いのほかたくさんはいなかったん
で す 。 あ と で 、 こ の ⽇ は 始 業 式 前 ⽇ で 、 な か な か 来 づ ら か っ た の だ と 知 り ま し
た。地元の⽅ともっと連携して、お話を伺っていれば、⽇程も考慮できたはず」

「図書館内でスタンプラリー参加者同⼠が出会って、直接話をして、それが継続
的な交流や復興につながれば、と思っていたけれど、認識が⽢いところがありま
した。『できるだろう』を前提とするのではなく、『このやり⽅ではできないか
も知れない』『できるためにはどうするか』というふうに、視点を考える必要が
あると思います」（⽻⽥野さん）

「センターを知ってもらう、という点ではひとつの⾜がかりにはなったと思いま
すが、準備が⾜りませんでした。役場や図書館の⽅々がローラー作戦で広報して
くださったのですが、肝⼼の⾃分たちは現地での活動時間に制限があり、⼗分な
広報ができませんでした。この反省を次に活かしたいです」（永⽥さん）

「ついつい後⼿になってしまいがちで、役場や図書館の⽅々のご協⼒がなかった
ら成功しなかったところが、たくさんありました。次はもっと段取りを考えて、
直前になってご迷惑をかけないようにします」（⼤貫さん）



 イベント翌⽇に⽔⼾で開いた反省会。移動の疲れもまだ残る中、メンバーたち
は参加者アンケートを眺めながら、改善点などを真剣に話し合う。

 全員が「部外者」だからこそ、富岡町の⼈たちとのコミュニケーションや連携
が も っ と 必 要 。 実 は 「 と み 咲 ク 」 で は 、 7 ⽉ に 「 福 島 県 県 内 避 難 者 ・ 帰 還 者 ⼼ の
復興事業補助⾦」に申請し、⾒事補助⾦を得ることができた。これを活動資⾦と
し、もっとたくさん富岡町へ⾜を運ぼう、と⼼に決める。

 学⽣たちのこの真摯な思いが、富岡町の復興の花をきっと咲かせてくれるだろ
う。

「とみ咲ク」チームメンバーと鈴⽊敦教授

（取材・構成︓茨城⼤学広報室）

NEWS
研究

銅の簡便な微細化でCO2から
タノールへの変換効率⾼める
媒を新開発

コラム

＜深呼吸の時間＞ 
遠い町に思いを馳せて

レポート

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/ps-h30kennai1jikekka.html
https://www.ibaraki.ac.jp/news/index.html
https://www.ibaraki.ac.jp/news/2021/01/21011075.html
https://www.ibaraki.ac.jp/news/2021/01/20011074.html
https://www.ibaraki.ac.jp/news/2021/01/16011069.html


情報公開

ウェブサイトポリシー・閲覧環境

サイトマップ

教員免許状更新講習

企業向けメニュー

教職員向けメニュー

© 2021 Ibaraki University

関連リンク

「とみ咲ク」Facebookページ
「とみ咲ク」Twitter（@TOmiSAKU2018）
「プロジェクト演習」公式HP
「プロジェクト演習」公式Facebookページ

茨⼤×ベンチャーをテーマに
業家らがパネルトーク 
―TSUKUBA CONNÉCTでセ
ション

レポート

【⼯学部】WITHコロナでは
室でも⾃宅でも受講できるオ
ライン・オンサイト両⽤授業

⽔⼾キャンパス ⼈⽂社会科学部  教育学部  理学部

〒310-8512 茨城県⽔⼾市⽂京2-1-1 029-228-8111(代) ／029-228-8600(8:30〜17:15)

⽇⽴キャンパス ⼯学部

〒316-8511 茨城県⽇⽴市中成沢町4-12-1 0294-38-5004(代)

阿⾒キャンパス 農学部

〒300-0393 茨城県稲敷郡阿⾒町中央3-21-1 029-887-1261(代)

東海サテライトキャンパス フロンティア応⽤原⼦科学研究センター

〒319-1106 茨城県那珂郡東海村⽩⽅162-1 029-287-7871(代)
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